
議
会
日
誌

請
願
・
陳
情

　

6
月
定
例
会
で
は
、
継
続
審
査
中
の

陳
情
3
件
に
加
え
、
新
た
に
陳
情
1
件

が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

「
晴
海
2
丁
目
の
商
業
用
地
化
に
反
対

す
る
陳
情
書
」

　
　
　
　
　
　

―
継
続
審
査
―

陳
情
者　

大
竹
市
商
店
街
連
合
会
会
長

　
　
　
　

日
向
康
人　

氏
外
3
名

　

陳
情
の
要
旨
は
、
広
島
県
が
埋
め
立

て
た
晴
海
2
丁
目
地
区
が
、
平
成
19
年

春
に
は
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
、
商

業
地
域
の
指
定
を
受
け
る
と
聞
い
た
が
、

こ
れ
以
上
の
大
型
店
出
店
は
既
存
の
商

業
者
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
小
売
店
の
衰
退
は
一

般
市
民
に
と
っ
て
も
看
過
で
き
な
い
問

題
で
も
あ
る
。

　

当
該
地
区
は
元
来
、
公
園
緑
地
と
し

て
計
画
さ
れ
埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
用
途
変
更
に
つ
い
て
は

何
ら
市
民
説
明
が
な
い
。

　

広
大
な
土
地
開
発
は
市
民
合
意
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
晴
海
地
区
の
商
業
用
地
化

に
つ
い
て
は
抜
本
的
見
直
し
を
含
め
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
内
容

で
す
。

　

な
お
、
木
野
小
学
校
の
統
廃
合
を
行

〇
大
竹
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

国
家
公
務
員
の
休
息
時
間
の
廃
止
お
よ

び
休
憩
時
間
の
見
直
し
に
準
じ
、
本
市
の

職
員
の
休
息
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
8
月
1
日
か
ら
市
役
所
本

庁
、
大
竹
支
所
、
玖
波
支
所
、
上
下
水
道

局
、
消
防
本
部
、
環
境
整
備
課
の
閉
庁
時

間
は
17
時
30
分
と
な
り
ま
す
。

〇
広
島
圏
都
市
計
画
大
竹
市
地
区
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
等
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
継
続
審
査
）

　

広
島
圏
都
市
計
画
大
竹
市
地
区
計
画
の

変
更
に
よ
り
、
新
た
な
区
域
と
し
て
晴
海

二
丁
目
地
区
を
追
加
し
、
建
築
物
の
容
積

率
と
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
、
建
築
物
の

敷
地
の
最
低
限
度
の
制
限
を
加
え
、
ま
た

建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、
公
共
事
業

の
施
工
等
に
よ
る
敷
地
面
積
の
減
少
に
つ

い
て
は
適
用
除
外
と
す
る
た
め
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
建
設
水
道
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
岩

国
大
竹
道
路
建
設
に
伴
う
商
業
者
の
代

替
地
と
し
て
の
問
題
も
あ
り
、
慎
重
に
審

査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

継
続
審
査
と
い
た
し
ま
し
た
。

〇
大
竹
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共

済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
の
施
行
に
よ
り
、
本
条
例
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

〇
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
町
の

区
域
の
変
更

　

広
島
県
が
施
工
し
た
大
竹
港
東
栄
地
区

港
湾
整
備
事
業
に
伴
う
公
有
水
面
埋
め
立

て
工
事
に
つ
い
て
、
化
学
工
業
用
地
、
危

険
物
取
扱
施
設
用
地
と
し
て
2
万
2
千

8
9
3
．
77
㎡
、
ま
た
港
湾
施
設
用
地
、

第
3
回 

6
月
定
例
市
議
会

会
期
中
に
審
議
し
た
議
案
は
、人
事
案
件
2
件
、条
例
案
3
件
、予
算
案
3
件
、

陳
情
4
件
（
新
規
1
件
、
継
続
3
件
）、
そ
の
他
12
件
で
し
た
。

主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
期　

6
月
1
日
〜
14
日

平成18年

化
学
工
業
用
地
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工

品
製
造
業
用
地
、
物
流
関
係
用
地
と
し
て

25
万
4
千
．
90
㎡
が
本
年
3
月
24
日
に
公

有
水
面
埋
立
工
事
の
竣
工
認
可
を
受
け
た

こ
と
に
伴
い
、
東
栄
3
丁
目
に
編
入
す
る

た
め
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
た
に
生
じ
た
土
地
に
よ
っ
て

本
市
の
行
政
区
域
面
積
は
7
千
8
5
4
万

9
千
7
6
6
．
82
㎡
と
な
り
ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

現
在
、
本
市
に
は
5
名
の
人
権
擁
護
委

員
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
1
名
増
員
の
決
定
通
知
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
新
た
に
候
補
者
を
推
薦
す
る

た
め
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
人

口
増
が
見
込
ま
れ
な
い
中
で
、
厳
し
い
財

政
事
情
等
を
勘
案
す
れ
ば
現
時
点
で
は
増

員
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
原
案
に
同
意
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

固
定
資
産
評
価
員
に
選
任
し
て
い
た
税

務
課
長
の
退
職
に
伴
い
、
後
任
の
税
務
課

長
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
平
成
18
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
3
千
3
2
2
万

5
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
1
1
3

億
9
千
4
8
5
万
2
千
円
に
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
離
島
航
路
補
助

金
の
追
加
1
千
35
万
2
千
円
、
障
害
者
自

立
支
援
法
の
一
部
施
行
に
伴
う
支
援
費

3
3
5
万
9
千
円
、
県
か
ら
の
公
共
事
業

事
務
移
譲
に
伴
う
県
道
の
維
持
修
繕
費
用

1
千
3
9
8
万
4
千
円
な
ど
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
国
庫
補
助
金
お

よ
び
県
か
ら
の
公
共
事
業
移
譲
交
付
金
、

小
方
財
産
区
か
ら
の
繰
入
金
、
財
政
調
整

基
金
の
繰
り
入
れ
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※　

そ
の
他
、
水
道
事
業
会
計
、
工
業
用

水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　本市においては、大型開発事業の実施

に伴い過去から引き継いできた負の遺産

として、借入金が約500億円に達しようと

し、到来する工事代金の支払いや期限内

の償還金の返済、廃プラ処理の「税金の

二重払い」など、市民負担の増大が苦慮

される状況である。

　このような中、厳しい財政改革が求め

られており、我々市議会も自ら議会改革

のため必要な検討機関を設置するところ

であり、市民の理解、協力を得るために

は、市政をつかさどってきた、市長、助

役、収入役及び教育長（以下「特別職等」

という）は、その範を示し全市をとりま

とめていく責務がある。その率先してと

るべき姿勢としては、支給される退職手

当の削減である。すでに、自治体の首長

が、自発的に退職金等の減額条例を制定

するなど多くの事例もあり、世論も「多

額すぎる」との厳しい批判と、削減を求

め大きく動いている。しかしながら、本

市においては自ら実施に移す状況に至ら

ず、ここに大竹市議会は特別職等の退職

手当の削減を求めるものである。

　以上、決議する。

　平成18年6月14日

 大 竹 市 議 会

わ
な
い
事
を
求
め
る
陳
情
書
、
木
野
保

育
所
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
書
、
公
立

保
育
所
廃
止
・
民
営
化
の
中
止
を
求
め

る
陳
情
書
に
つ
い
て
の
3
件
の
陳
情
は

継
続
審
査
と
し
て
お
り
ま
す
。

5
月
18
日　

建
設
水
道
委
員
協
議
会

5
月
22
日　

 

広
島
西
部
山
系
直
轄
砂
防
事
業

促
進
協
議
会
総
会
（
広
島
市
）

5
月
23
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会

　

〜
25
日　
（
東
京
都
）

5
月
24
日　

津
久
見
市
議
会
来
訪

5
月
26
日　

議
会
運
営
委
員
会

5
月
31
日　

建
設
水
道
委
員
協
議
会

　

 

〃 　
　

知
多
市
議
会
来
訪

6
月
1
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
本
会
議

　

 

〃 　
　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

6
月
5
日　

総
務
文
教
委
員
会

6
月
6
日　

産
業
厚
生
委
員
会
・
協
議
会

6
月
7
日　

建
設
水
道
委
員
会

6
月
8
日　

岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別
委
員
会

6
月
14
日　

本
会
議
・
議
会
運
営
委
員
会

　

 

〃 　
　

 

議
員
全
員
協
議
会

5
月
15
日　

 

岩
国
基
地
増
強
計
画
反
対
広
島

県
連
絡
協
議
会
（
廿
日
市
市
）

5
月
16
日　

石
油
基
地
防
災
対
策
都
市
議
会

　

〜
17
日　

協
議
会
総
会
（
東
京
都
）

6
月
21
日　

 
広
島
西
部
山
系
直
轄
砂
防
事
業

促
進
協
議
会
要
望
（
広
島
市
）

6
月
27
日　

寒
河
江
市
議
会
来
訪

7
月
4
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

7
月
7
日　

 

地
方
港
湾
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
総
会
（
岩
国
市
）

7
月
14
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

 

〃 　
　

 

広
島
岩
国
バ
イ
パ
ス
期
成
同

盟
会
要
望
（
山
口
市
）

7
月
21
日　

 

岩
国
大
竹
道
路
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
総
会
（
岩
国
市
）

　

 

〃 　
　

 

広
島
県
島
嶼
会
協
議
会（
広
島
市
）

7
月
24
日　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

7
月
26
日　

 

広
島
西
部
山
系
直
轄
砂
防
事
業

促
進
協
議
会
要
望
（
東
京
都
）

　

 

〃 　
　

 

全
国
市
議
会
議
長
会
社
会
文

教
委
員
会
（
東
京
都
）

大竹市長等の退職手当の削減
を求める決議

斜面の崩落により通行止めとなった
弥栄3号と4号トンネル間

市

─ 6 ─

議 会 だ よ り

─ 7 ─


